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1)仕  様

機 械 落 径

機 械 厚 ミ

テ ンフ
゜
振 動 数

17.20mm

5.70mm

28,800回 //日寺

自動 巻 (手巻装 置 付 )

カ レングー (日 付 ・曜 日・曜文 字和 英

切 換機 構 ・ 日・曜早 修 正 装 置付 )

2)特  長

豊 富 な機 能 を有 した婦 人 用腕 時 計

従 来婦 人用 腕 時 計 は その大 きさか らみ て 多 く

の機 能 を備 え る こ とは困難 とされ て きま した

が 、 キャ リバ ー 2706ι ま最 も豊 富 な模舗ヒを有 し
た婦 人用腕 時 計 です。

精度 の 安定 した ム ー プ メ ン ト

自動 巻 機 構 は定評 の あ るマ ジ ック レバ ー式 で

効率 よ く巻 上 げ 、高振 動 (8振動 )ιこよ り精 度
も充 分安 定 して お り更 に手巻 装 置 も備 えて い

ます。

簡 単 な操 作 の 日・ 曜修正 装 置

|'ュ ウ ズニ段 目で左 右 回転 に よ り 日、 曜修 正
が で き更 に和 英 切換 も同時 に極 め て簡 単 に操

作 で きます。

見 や すい カ レン グー

日、曜 文 字 が大 き くな って い ます か ら大 変 兄

や す くな って い ます。

3)分 解 ・ 組 立

分 解 は 図 の 番 号 ① → ⑩ の 順 序 で 分 解 して くだ

さ ぃ。 組 立 は 図 の 番 号 ④ ― ① の 順 序 で組 立 て

くだ さ い。

4)注  油

図 中 で 次 の 記 号 は油 の種 類 、 量 、 注 油 個 所 を

不 し ます。

種  類

け メ ー ビ ス A

‐  セ イ コー ウ ォ ッチ 油 S-4

ウレ セ イ コーーウ ォ ッチ 油 S-3

注 油 量

…
多 め に

― 畔 量

‐ 極 く少 量

これ 以 外 に ,由 を使 用 す るイ固所 は 、 別 に
'Jミ

して

あ ります の で 、確 実 に注 油 して くだ さ い。

(注 )」:旨示 の な い個 所 に は 注 油 の 必 要 が あ り

ませ ん。

③ F口 の個 所 に は 絶 対 に注 油 しないで ください。

ム ー プ メ ン ト

外 装 構 造 の 一 例

ガ ラ ス部 が下 図 の よ う な ,構造 の モ デ ル が あ り

ます 。

ガ

ラ

ス
縁

組 立 時 の 注 意

(1)パ ッキ ン溝 に パ ッ キ ン を 入 れ ガ ラ ス縁 を セ

ッ トして ガ ラ ス縁 を押 込 ん で くだ さ い。

(2)ガ ラ ス縁 を押 し込 む押 し込 み ゴマ は ガ ラ ス

リングに 当 ら な い もの を使 用 して くだ さ い。

(3)ガ ラ ス縁 の こ しあ け 日 は 元 の 所 に合 わ せ て

くだ さ い。

(4)ガ ラ スパ ソキ ン に は シ リ コ ン グ リー ス は塗

布 す る必 要 は あ りませ ん。
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2706Aヵ レンダー機構

o*--- <
④坤ロング

押 工の役 目 も

て い ます。

(三)文
字板

―取 りはず し方
ドライバ ー で

こ じあけ る。

○曜躍制レーネス3～

曜 躍 制 レバ ー

日車 の 案 内 お よび

かね

曜車①

⑩立時の注つ
日早押 工 は 日修正 車軸 を案 内 に してお

ります の で確 実 にセ ントして くだ さい

⑫

①

①
筒峯

一日送車①餡(]〉
中間車

②文字板止ネス2‐――― 注 意

日躍市lIレ バ ー は地 IFRに

打 ち込 んであ ります か

ら取 りはずせ ませ ん。

注意  午 後 8時半 頃 か ら午 前 3時半 頃 まで は、 日・ 曜送 り時 間 の ため 日・ 曜修 正 装 置 ・

曜文 字 の和 英切 換機 構 は、 は た ら きませ ん。

押工〈互)
曜 車 押 工 の 取 り付 け 取 り は ず し方

(組立時の注う
取 り付 け方

ピンセ ッ トで上 か

ら押 し込 む (面 を

とって あ る方 を下

lFlに して くだ さい。)

日車① V

鯰
場

―-2706A-2-―



2706A自 動巻機構 、脱進 、調速機構

(D〉
回転錘止ネジ

(D〉
回転錘

(亜〉べ利ング止ネス2～

②マシンク~
受 ネ ジ _

テ ン プ 受

σ
―片 振 り調 整 の 際 、 ヒ ゲ 持 受
の 回 転 は 下 図 に 示 す よ う に

調 整 用 レバ ー を ピ ン セ ッ ト

で つ ま ん で 回 し て く だ さ い 。

ヒ ゲ 持 部 を 回 し ま す とつ支す員

す る お そ れ が あ り ま す の

で ご 注 意 くだ さ い 。

①

④

O解組立時の注つ
ボールベ ア リン グ取 りはず しの際 、マ ジ ッ

ク レバ ー の飛 び破 損 を防 止す るため下 図 の

よ うに レバ ー押 工 をつ け ま したの で次 の点

を注意 して くだ さい。

(1)マ ジ ック レバ ー を取 り

付 け た り取 りはず した

りす る時 は斜 め に入れ

て くだ さい。

(2)レ バ ー押 工 は ボー ルベ

ア リングに打 ち込 んで

あ りますか ら回転 い た

しませ ん。 無理 に回 し

た りこ じった りします

と一 番受 の逃 げ構 と合

わな くな り組 み込 め な

くな ります。

ボ→レ～利ンス"―押抑(D

′  偏心 ピンの注 油
′     し。、́ バ́市百,― ↓∴ュヾツ́ ギ́

`3面

[Tが

レ

::、

②

④

颯

ひ

ｏ

ガ ンギ車 に特殊 表 面処理 をほ どこ

して あ ります。 従 来 の もの と注 油

が異 ります か ら、つ ぎの 2点 に充
分注意 して くだ さい。

① ア ンクル の ツ メ石 にや や 多め に

注油 して くだ さい。 なお組 込 み

後 ガ ンギ車 へ油 が 17:散 して もさ

しつ か えあ りませ ん。

② ガンギ車 には、特殊表 面処理 が

してあ りますか らガンギ車への

注 ′由は 糸色対
`こ

さ け て く だ さ い 。

渉
X

l//{-#Fr

＼

ヒゲ 持 ネ ジ
(I)

《胚
⑮
鼈)|―

――――――――――――――――――――一――― テンプ(ヒ ゲ持付う(璽)

アンクル受ネジ(2本 )

アンクル受

ア ン ク ル 受 の 形 状 を 右 下 図 の よ う に し て あ り ま す 。

ドテ ピ ン ア ガ キ 調 整 の 必 要 が あ る 場 合 は 、 図 の ■ 部

を 曲 げ て く だ さ い 。

調整 の際 に キズ をつ

けた りしない よ うに

ご注意 くだ さい。

―-2706A-3-
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2706A輪 夕U

丸 穴 ネ ジ

レ バ ー 案 内

(組 立時の注⇒

右 図 の よ う に 伝 エ

車 受 ネ ジ に レバ ー

案 内 の 先 端 を 当 て

て 組 み 込 ん で くだ

さ い 。

伝 工 車 受 ネ ジ

―伝 工 車 受 ネ ジ

秒針 カナ押 エバ ネ を変形 さ

せ ます と秒針 の フ ラツキや

振 り落 ちの原 因 とな ります

の で ご注意 くだ さい。

(3本 )

地板 に丸穴伝 工車 バ ネが入

って い ます 。 とば さない よ
うに して くだ さい。

四 番 車

ガンギ車

①

① て あ ります の で分解 出来 ま
せ ん。

(2)組立 の際 、伝 工車 の上 ホゾ

に伝 工車 の注 油穴 か ら S―
4を 確 実 に注油 して くだ さ

叫 う
丸穴伝 工 車 は ホゾの長
い方 を下側 にして九穴

伝 工車 バ ネの外側 にセ

ッ トし て くだ さい。 /

バ ネが地板 のサ ライ

よ りひ ろが って い る

か確 認 して組 み込 ん

で くだ さい。

丸 穴伝 ェ 車

拡 げ てか ら

組 み込 む

」こ  女子

／
ル

①秒針力坤エバネ止ネジ

(□〉秒針力坤エパネ
0解組立時の注う

①受ネシ
①一番受

4伝≧菫葛

`

コハ ゼ ははず さな くて も

・①

・
①

・
⑦

一

・
丸 穴 座

一

一

〇

＼―――一二番車―①
秒 針 カ ナ

(I)

①

①
注 油 方 法 は 3ペ ー ジ⑩ 参 照1

角穴車(亜)
香箱車―①

①
Ｏ

①

二 番 受 ネ ジ

二 番 受

二 番 車

―ス リッピングア タ ッチ
メ ン ト(香箱 内壁 )の 注

油 は S-3を 使 用 して
〈だ さい。

手 巻機 構 の作 動

リュ ウ ズ を通 常 の位 置 で回転 させ る と、丸 穴伝 工車 が伝

工車 カナ と噛 み合 いゼ ンマ イ巻 が で きます。

自動 巻 機 構 が働 いて い る時 は、丸 穴伝 工車 が伝 工車 カナ

か らはず れ るため手巻 輪 列 が 自動 巻 の巻 上 げ能 力 をそ こ

な うこ とは あ りませ ん。

角 穴 車

伝 工 車 カ ナ

丸 穴 伝 工 車

丸 穴 車

キ チ 車

―-2706A-4-
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2706A切 換機構

①

①

小 鉄 レ パ ー バ ネ 止 ネ ジ

0立時の注う

日ノ鄭ェネシ②
この状 態 では曜修正 車 が揺動 した りしなか っ

た りす る もの が あ ります が 日車 曜車 を取 り付
けれ ば なお ります の で さ しつ か えあ りませ ん。

ひ解時の注⑥

日ノ裏押―①
日ノ裏す甲工 をιまず tと 第一―、 第二 1多
正 中間車 、 日ノ裏 中間車 が押 工 に密

着 してはずれ て くるこ とがあ ります
の で、部 品 を紛失 しない よ うに ご注

意 くだ さい。

0立時の注つ
(1)日 ノ裏押 工 を組 み込 む場 合 は、曜

修 正車 を軽 く回 します と各車 が噛
み合 い容 易 に組 み込 め ます。

(2)日 ノ裏 押 工 を組 み込 む前 に トラ ッ

丘憲貫員言樫;:1-

第一 、第二修正 中間車 は共

通部 品 です。

申
第一 、第二修正 中間車 とも

面 の とって あ る方 を下イ員」に

キ チ 車

0立時の注つ
/1ヽ鉄 レバ ーバ ネの

セ ッ ト位 置 は下 図

の よ うに ピンの内

側 にか けて くだ さ

(E〉
日ノ裏中間車

修正車①

中間車。
一　　　一

①

④

(□〉巻奥

―-2706A-5-



2706A切 換機構

リュ ウ ズ 通 常 位 置 (ゼン マ イ 巻 )

キ チ 車 と ツ ヅ ミ車 が噛 み 合 っ て お りこの位 置 で リュ ウ

ズ を回 す とゼ ンマ イ が巻 か れ ます 。

リュ ウズ を二 段 目に引 き出 した位 置 (日・曜の セ ッ ト)

ツヅ ミ車 と小 鉄 車 (小鉄 伝 工車 の下 に あ り小 鉄 伝 工車

と一体 に回転 します )が 口歯み合 い、 この位 置 で リュ ウ
ズ を右 回転 させ る と曜車 が 、左 回転 させ る と 日車 が早

送 りで きます。

リュウズ を三 段 目に引 き 出 した位 置 (時刻 の セ ッ ト)

切 換 車 が オ シ ドリに押 され 日ノ裏 中間車 と日ノ裏 車 が

口歯み合 い、 こ こで リュ ウ ズ を回 わす と針 が 回 わ ります。

筒 カ ナ

筒  車

日 ノ裏 車

第 二 修 正 中 間 車

第 一 修 正 中 間 車

一-2706A-6-
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